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「
実
は
、
残
念
な
こ
と
に
敦
賀

市
は
福
井
県
の
中
で
一
番
が
ん

検
診
の
受
診
率
が
低
い
ん
で

す
。」
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で

問合せ　健康管理センター　蕁２５ー５３１１

は
、
敦
賀
市
の
実
態
を
つ
か
む

た
め
に
昨
年
12
月
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

実
態
に
あ
っ
た
が
ん
対
策
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
敦
賀

市
在
住
の
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
男
女
一
五
〇
〇
人
を
対
象
と

し
、
そ
の
う
ち
七
〇
〇
人
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
全
体
で
一
割
の
人
し

か
、
敦
賀
市
が
実
施
す
る
が
ん

検
診
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
。

「
も
ち
ろ
ん
、
病
院
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
、
敦
賀
市
が
実
施

す
る
が
ん
検
診
以
外
で
も
受
診

す
る
機
会
は
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
う
い
っ
た
人
を
差
し
引

い
て
も
、
約
半
数
の
人
（
無
回

答
の
人
を
含
む
）
が
全
く
受
診

し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
※
１
）

が
ん
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
病
気
で
、
細
胞
内
の
遺
伝

子
が
傷
つ
い
て
起
こ
り
ま
す

が
、
が
ん
の
発
生
ま
で
に
は
長

い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

自
覚
症
状
の
な
い
健
康
な
と

き
こ
そ
、
定
期
的
な
検
診
で
が

ん
の
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

「
現
在
、
検
診
の
対
象
と
さ

れ
て
い
る
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

肺
が
ん
、
乳
が
ん
、子
宮
が
ん

な
ど
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
す
る
こ
と
で
、
完
治
が
見
込

め
る
が
ん
で
す
。
実
際
に
検
診

で
が
ん
が
発
見
さ
れ
、
治
療
の

結
果
、
今
は
元
気
で
生
活
し
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
ん
で

す
よ
。」

敦
賀
市
の
が
ん
検
診
の
受
診

率
が
か
な
り
低
い
の
は
分
か
っ

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
デ
ー
タ

を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
や

っ
ぱ
り
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。」

調
査
を
す
る
前
は
、
検
診
が

あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
っ
て
い
な
い
の
で
は
、
と

も
思
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
約
八
割
の

人
が
検
診
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
と
い
う
回
答
だ
っ
た
の

で
す
。

受
診
し
な
い
理
由
の
第
一
位

は
「
心
配
な
と
き
に
は
、
い
つ

で
も
医
療
機
関
に
受
診
で
き
る

か
ら
」
で
、
全
体
の
約
四
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
「
受
け
る
き
っ

か
け
が
な
い
か
ら
」
や
「
受
け

る
時
間
が
な
い
か
ら
」
と
い
う

理
由
が
あ
り
ま
し
た
。

小
林
保
健
師
か
ら
は
、「
自

分
の
身
体
の
こ
と
で
す
か
ら
、

日
頃
か
ら
健
康
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
何
か
不
調
を
感

じ
る
前
に
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
な
ん
で
す
。」
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、検
診
は
と
て
も
つ

ら
く
時
間
が
か
か
る
も
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

「
い
え
い
え
。
が
ん
の
種
類

に
よ
っ
て
は
多
少
の
痛
み
を
伴

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
の

検
診
も
五
〜
十
分
で
終
了
し
ま

す
。
で
も
一
人
ひ
と
り
順
番
に

検
診
を
行
い
ま
す
の
で
、
会
場

に
よ
り
待
ち
時
間
が
長
く
か
か

り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

一
回
の
検
診
に
定
員
を
設
け
、

予
想
以
上
の
待
ち
時
間
を
つ
く

ら
な
い
よ
う
な
工
夫
と
、
今
以

上
に
検
診
日
を
増
や
し
、
会
場

が
混
雑
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

く
予
定
で
す
。」

が
ん
と
い
う
病
気
は
、大
変

な
病
気
で
す
が
、
勝
て
な
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
小
林
保
健
師
か
ら
こ

の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

「
が
ん
検
診
は
、
早
期
に
が

ん
を
発
見
し
、
早
期
治
療
に
つ

な
げ
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
身
体
と
家
族

を
大
切
に
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ

定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。」

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
が
ん
検
診
」
の
ほ

か
に
も
、「
フ
レ
ッ
シ
ュ

健
診
」
や
「
い
き
い
き
健

診
」
で
生
活
習
慣
病
の
チ

ェ
ッ
ク
や
「
歯
ッ
ピ
ー
検

診
」
で
歯
周
病
の
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
の
検
診
は
す
べ

て
終
了
し
ま
し
た
が
、
来

年
度
は
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
、
ご

案
内
を
直
接
お
送
り
し
て

い
ま
す
が
、「
広
報
つ
る

が
」
や
「
行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル
」、
敦
賀
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
詳
し

く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

検
診
の
内
容
を
ご
確
認

の
上
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景検診の受付風景
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敦
賀
市
に
は
、
日
本
原
子
力
発
電
㈱
の
敦

賀
発
電
所
１
号
機
と
２
号
機
、
独
立
行
政
法

人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
新
型
転
換

炉
ふ
げ
ん（
平
成
15
年
３
月
29
日
に
運
転
終
了
）

と
高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ（
停
止
中
）
の

四
基
の
原
子
力
発
電
所
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、日
本
原
子
力
発
電
㈱
は
、
現
在
１
、

２
号
機
の
西
側
に
３
、４
号
機
の
増
設
を
計
画

し
て
お
り
、
平
成
16
年
７
月
２
日
よ
り
３
、
４

号
機
増
設
に
係
る
準
備
工
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
こ
で
は
、
３
、
４
号
機
の
概
要
や
準
備
工

事
の
状
況
、
国
、
県
、
市
に
よ
る
安
全
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
、
４
号
機
は
２
号
機
と
同

じ
原
子
炉
の
型
式
で
あ
る
加
圧

水
型
軽
水
炉
の
改
良
型
で
、
安

全
性
や
信
頼
性
、
運
転
性
な
ど

の
向
上
を
目
指
し
最
新
技
術
や

運
転
経
験
な
ど
を
取
り
入
れ
た

最
新
鋭
の
加
圧
水
型
軽
水
炉
で

す
。
電
気
出
力
は
そ
れ
ぞ
れ

一
五
三
・
八
万
ｋ
Ｗ
の
予
定
で

す
。本

体
工
事
の
着
工
に
つ
い
て

は
平
成
22
年
10
月
、
運
転
開
始

に
つ
い
て
は
３
号
機
が
平
成
28

年
３
月
、
４
号
機
が
平
成
29
年

３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

敦
賀
半
島
の
北
端
部
（
１
、

２
号
機
の
西
側
）
の
３
、
４
号

機
建
設
予
定
地
で
は
、
現
在
次

の
よ
う
な
準
備
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

①
ケ
ー
ソ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
製

作
工
事

市
内
用
地
や
原
電
岸
壁
に
係

留
す
る
台
船（
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン

グ
ド
ッ
ク
）上
な
ど
で
、護
岸
に

据
え
付
け
る
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
や

防
波
堤
の
基
礎
と
な
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
箱
（
ケ
ー
ソ
ン
）
が

製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
防
波
堤
・
護
岸
工
事

建
設
予
定
地
で
は
防
波
堤
や

護
岸
を
構
築
す
る
た
め
、
基
礎

と
な
る
捨
石
を
投
入
し
て
海
底

を
平
坦
に
す
る
工
事
や
ケ
ー
ソ

ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
据
付
す
え
つ
け

な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
建
設
予
定
地
に
資

材
等
を
搬
入
す
る
た
め
、
既
設

の
１
、
２
号
機
側
か
ら
建
設
予

定
地
に
つ
な
が
る
ト
ン
ネ
ル
が

完
成
し
ま
し
た
。

日本原子力発電譁敦賀発電所３、４号機　完成予想図

平
成
16
年
３
月
30
日
、
日
本

原
子
力
発
電

経
済
産
業

大
臣
に
３
、
４
号
機
の
全
体
の

仕
様
が
分
か
る
原
子
炉
設
置
変

更
許
可
申
請
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

現
在
、
国
（
原
子
力
安
全
・

保
安
院
）
で
は
、
原
子
力
発
電

所
の
位
置
や
構
造
、
設
備
な
ど

が
災
害
の
防
止
に
十
分
で
あ
る

か
な
ど
、
安
全
審
査
指
針
等
に

基
づ
く
安
全
審
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
国
よ
り
耐
震
安

全
性
に
関
す
る
追
加
調
査
を
行

う
よ
う
指
示
が
あ
り
、
日
本
原

子
力
発
電

現
在
地
質

調
査
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
詳
細
な
調
査
の
結

果
を
も
と
に
、
改
訂
さ
れ
た
耐

震
指
針
に
合
わ
せ
て
、
耐
震
安

全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
を

確
認
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
原
子
力
発
電
所

の
安
全
性
は
、
原
子
力
安
全
委

員
会
で
も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま

す
。

原
子
力
安
全
委
員
会
の
審
査

で
は
、
地
元
住
民
の
意
見
を
聞

く
た
め
に
、
二
次
公
開
ヒ
ア
リ

ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
は
、
県
と
と
も
に
日
本
原

子
力
発
電
㈱
と
安
全
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
建
設
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
逐
次
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
な
と
き
に
は
、

実
際
に
工
事
現
場
に
立
ち
入

り
、
工
事
状
況
な
ど
も
確
認
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
安
全
協
定
に
基
づ
い

て
工
事
状
況
を
確
認
し
て
い
く

と
と
も
に
、
敦
賀
発
電
所
３
、

４
号
機
増
設
計
画
の
事
前
了
解

に
際
し
て
要
請
し
た
安
全
確
保

や
地
域
振
興
策
等
に
つ
い
て
国

や
事
業
者
の
取
組
み
を
確
認
し

つ
つ
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
、
３
、４
号
機
を
含

め
、
原
子
力
全
般
に
つ
い
て
、

各
関
係
者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、「
安
全
・
安
心
」
を
第
一

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問合せ　原子力安全対策課　　蕁２２ー８１１３
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申申
告告
・・
納納
税税
期期
限限
　　

所所
得得
税税
　　
３３
月月
1155
日日

消消
費費
税税
　　
４４
月月
２２
日日

問問
合合
せせ
　　
敦敦
賀賀
税税
務務
署署
　　

2222
ーー
９９
２２
６６
７７

■
収
支
内
訳
書
、
帳
簿
、
必
要

経
費
の
領
収
書

（
営
業
、
農
業
、
不
動
産
収
入
の

あ
る
方
）

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
・
国
民
年
金
保
険
料
・

小
規
模
企
業
共
済
・
生
命
保

険
料
・
損
害
保
険
料
等
の
領

収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書

■
医
療
費
の
領
収
書
や
レ
シ
ー

ト
、
保
険
等
で
補
て
ん
さ
れ

た
金
額
の
分
か
る
も
の

（
医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
方
）

■
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
等

（
お
持
ち
の
方
）

今年も市・県民税、国民健康保険税、所得税などの申告
時期になりました。申告は税額を算出するための基礎とな
りますので、必ず申告してください。
申告しなかったために、受けられるはずの所得控除が受
けられなくなったり、各種年金・児童手当・老人医療・高
額療養費等などの受給資格があっても手続きが遅れ、不利
益を被ったりすることがあります。また、所得証明が出せ
ないこともあります。期限内に申告を済ませましょう。

な
ど

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、

敦
賀
市
に
住
所
が
あ
る
方
で
、

昨
年
１
年
間
に
何
ら
か
の
収
入

が
あ
っ
た
方

▼
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
方
（
確
定
申
告
は
市
・
県
民

税
の
申
告
を
兼
ね
て
い
ま
す
）

▼
一
カ
所
か
ら
の
給
与
収
入
の
み

で
、
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に

「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提
出
さ

れ
て
い
る
方

▼
公
的
年
金
収
入
の
み
で
、
各
種

控
除
を
受
け
な
く
て
も
税
金
の

か
か
ら
な
い
方

税
務
署
で
は
納
め
過
ぎ
た
税
金
を

お
返
し
す
る
「
還
付
申
告
書
」
の
提

出
を
１
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
申
告
書
提
出
の
例
】

▼
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
で
取

得
し
た
方
で
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
納
め

過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合

▼
公
的
年
金
等
を
受
け
取
る
方
で
、

社
会
保
険
料
控
除
等
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合

○○
北北
陸陸
税税
理理
士士
会会
にに
よよ
るる
消消
費費

税税
等等
のの
無無
料料
申申
告告
相相
談談

と
　
き

２
月
23
日
貊

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ
　

○○
消消
費費
税税
説説
明明
相相
談談
会会

と
　
き

２
月
26
日
豺

２
月
27
日
貂

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
16
時

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

○○
年年
金金
受受
給給
者者
申申
告告
説説
明明
会会

と
　
き

２
月
５
日
豺

２
月
６
日
貂

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

○○
住住
宅宅
借借
入入
金金
等等
特特
別別
控控
除除
のの

申申
告告
説説
明明
会会

と
き
・
主
催
者

▼
北
陸
労
働
金
庫
　
２
月
７
日
貉

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
敦
賀
信
用
金
庫
　
２
月
７
日
貉

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
福
井
銀
行
　
　
２
月
８
日
貅

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
北
陸
銀
行
２
月
９
日
貊

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

■
印
鑑

■
平
成
18
年
分
源
泉
徴
収
票

（
給
与
、
年
金
収
入
が
あ
る
方
）

とと
　　
きき

２２
月月
1166
日日

〜〜
３３
月月
1155
日日

※※
期期
間間
中中
はは
確確
定定
申申
告告

のの
受受
付付
もも
行行
いい
まま
すす
。。

問問
合合
せせ

市市
役役
所所
課課
税税
課課
　　

2222
ーー
８８
１１
００
６６

★
申
告
に
は
「
e
ー
T
a
x
」（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
収
入
が
全
く
な
い
方
で
も
、
国

民
健
康
保
険
、
介
護
保
険（
第
１

号
被
保
険
者
）
に
加
入
し
て
い

る
方
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
･
児
童
手
当
の
支
給
等
を
受

け
ら
れ
る
方
は
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

たた
だだ
しし
、、
次次
のの
方方
はは
申申
告告
をを
すす
るる

必必
要要
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
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区民の皆さんが見守る中、お供え物を持って走る子ども達

ホームページ（http://www.ton21.ne.jp/）でも公開中！
（ここに載せきれなかったイベントも掲載しています）

作った年賀状をもってハイチーズ！

赤崎区で山の神に感謝する伝統行事「山の神講（かんこ）」

が行われました。当番宿の沓掛勇
くつかけいさむ

さんのお宅には、赤崎小
学校の4人の子ども達が集合。裸で白短パン姿になった子ど
も達は「力めし」と呼ばれるおにぎりを食べ腹ごしらえを
済ませた後、お供え物を持って約1ｋｍ先にある区内のお堂
へと走り出しました。
沿道では大勢の区民の皆さん

が見守り、「や～まのかんこの
ま～つりじゃ！」の威勢のいい
掛け声とともに走る子ども達に
拍手を送っていました。

子どもが飲酒運転の車によって犠牲になるなど、各
地で悲惨な事故が相次ぐことを受け、敦賀市交通対策
協議会が市内の5歳児を対象に、交通安全啓発の年賀
状作りを行いました。この日は、松陵幼稚園に婦人交
通安全指導員が訪れ、まず飲酒運転の危険性や雪道の
危険性を分かりやすく説明。その後、子ども達は思い
思いのイラストを年賀状に描いていきました。
今回作った年賀状は、子ども達の家族宛てに郵送。

当協議会は「年賀状を見ることで『飲酒運転は絶対や
めよう』『雪道の道路では遊ばない』などと、家庭で話
し合うきっかけになれば」と子ども達が作った年賀状
に期待を寄せていました。

つるが大使であり、敦賀市出身のジャズダンサー、
三代真史
みし ろ ま さ し

さんの主宰する「三代真史ジャズ舞踏団」の敦
賀公演が開かれました。公演は2部構成で行われ、1部は、
舞踏団の特徴であり、海外でも評価の高い和魂洋才

わこんようさい

のス
テージ「念佛の功徳に満てる本堂て闇を翔りてひかりに
そ遭う」が上演され、2部では、クリスマスの華やかなイ
メージの「Loving X’mas in Tsuruga」が上演され、華
麗な踊りに満員の客席は、魅了されました。また1部と2
部の間には、舞踏団の敦賀支部36人による元気いっぱい
のダンスがありました。

服部半蔵役の三代真史さんの華麗な踊り

市立図書館で｢おりがみ教室
～『いのしし』『祝い鶴』を作
ろう！～｣が行われました。講
師は、市内各地でおりがみ教
室を開いている松居

ま つ い

よし栄
え

さ
ん。子どもからお年寄りまで
28人が参加し、試行錯誤しな
がら、丁寧に作品を仕上げて
いきました。

力めしをほお張る4人

舞踏団敦賀支部の豆ダンサーたち

松居先生に教わる参加者頑張って作ったよ～！
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平
成
19
年
４
月
に
行
わ
れ
る
初
級

シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
試

験
の
対
策
講
座
で
す
。

と
　
き

１
月
27
日
、

２
月
３
・
17
・
24
日
、

３
月
３
・
10
・
17
・
24
日

い
ず
れ
も
土
曜
日
計
８
回

９
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
敦
賀
短
期
大
学

講
　
師
　
資
格
取
得
者
グ
ル
ー
プ

福
地
ふ
く
ち

伸
二
し
ん
じ

氏

対
　
象
　
高
校
生
以
上
の
方
20
人

（
先
着
順
）

受
講
料
　
２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

※
高
校
生
、
過
去
受
講
者
は
半
額

申
込
締
切
　
１
月
24
日
貉

問
合
せ
・
申
込
先

敦
賀
短
期
大
学
蕁
24
・
２
１
３
０

５
月
13
日
豸
に
、
ペ
ギ
ー
葉
山
さ

ん
を
迎
え
、
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ウ
ン
ド
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

ペ
ギ
ー
葉
山
さ
ん
や
少
年
少
女
合
唱

団
マ
ー
レ
と
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
て
く

れ
る
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

練
習
日

▼
中
高
年
対
象
　
10
時
〜
11
時
30
分

（
毎
週
水
曜
日
）

▼
若
い
方
対
象
　
19
時
30
分
〜
21
時

（
毎
週
金
曜
日
）

と
こ
ろ

第
二
早
翠
幼
稚
園
（
市
野
々
）

参
加
費

月
２,
０
０
０
円

問
合
せ

少
年
少
女
合
唱
団
マ
ー
レ

事
務
局

蕁
21
・
０
０
０
１

と
　
き

２
月
22
日
貅
　

受
付

13
時
〜
14
時

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

内
　
容
　
補
聴
器
・
車
い
す
交
付
判
定

等
の
相
談
お
よ
び
業
者
に
よ

る
簡
単
な
修
理

持
ち
物
　
印
鑑
・
保
険
証
（
身
体
障
害

者
手
帳
、
現
在
使
用
し
て
い

る
補
聴
器
が
あ
れ
ば
お
持
ち

く
だ
さ
い
。）

※
車
い
す
判
定
希
望
の
方
は
２
月

14
日
貉
ま
で
に
福
祉
保
険
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
車
い
す
に
つ
い
て
は
介
護
保
険

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
福

祉
用
具
貸
与
の
ご
利
用
が
優
先
と

な
り
ま
す
。

問
合
せ

福
祉
保
険
課
障
害
福
祉
係

蕁
22
・
８
１
７
６
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◎
第
五
講
　

中
世
敦
賀
津つ

の
舛
米

し
ょ
う
ま
い
に
つ
い
て

と
　
き

１
月
27
日
貍

14
時
〜
15
時
45
分

講
　
師
　
敦
賀
短
期
大
学
教
授

外
岡

と
の
お
か

慎
一
郎

し
ん
い
ち
ろ
う

氏

と
こ
ろ
　
市
立
図
書
館

定
　
員
　
１
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

問
合
せ
　
気
比
史
学
会（
糀
谷
）

蕁
22
・
３
６
３
２

太
極
拳
で
爽
快
感
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
心
と
体
を
芯
か
ら
癒
や

し
て
、
貯
筋
し
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

２
月
25
日
豸

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

東
浦
公
民
館

講
　
師

日
本
武
術
太
極
拳
公
認
指
導
員

工
藤

く
ど
う

美
枝
子

み

え

こ

氏

対
　
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

募
集
人
員

25
人

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

東
浦
公
民
館

蕁
28
・
１
２
５
１

思
春
期
は
「
自
分
探
し
の
航
海
」
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
は
「
小
船
」、

「
港
」
は
家
族
。
そ
し
て
今
、
家
族
の
中

で
父
親
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
人
も
、

そ
う
で
な
い
人
も
こ
の
機
会
に
、
一
緒

に
「
子
ど
も
」
を
語
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き

２
月
14
日
貉

19
時
〜

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
　
師

日
本
心
理
臨
床
学
会
員

武
田
た
け
だ

吉
則
よ
し
の
り

氏

対
　
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
思
春
期

の
子
を
持
つ
父
親

問
合
せ
・
申
込
先

生
涯
学
習
課
　
蕁
25
・
８
３
１
８

「
伝
え
た
い
味
」
の
コ
ツ
教
え
ま
す
！

と
　
き

２
月
７
日
貉
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ

農
家
高
齢
者
創
作
館（
吉
河
）

内
　
容

①
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た
五
幡
・
挙
野
地

区
に
伝
わ
る
祝
宴
料
理

「
こ
っ
ぱ
な
ま
す
」

②
「
豆
お
こ
わ
」

定
　
員

25
人
（
先
着
順
）

材
料
費

１,
５
０
０
円

申
込
締
切

１
月
26
日
貊

問
合
せ
・
申
込
先

農
務
課

蕁
22
・
８
１
３
０

 

冬
季
テ
ー
マ
展
で
は
、
館
蔵
品
の
中

か
ら
、
サ
ッ
ク
リ
を
は
じ
め
昔
懐
か
し

い
着
物
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

常
設
展
で
は
、
館
蔵
品
の
中
か
ら
、
郷

土
ゆ
か
り
の
画
家
の
作
品
を
は
じ
め
、

冬
に
ち
な
ん
だ
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

休
館
日

毎
週
月
曜
日
（
２
月
12
日

）
お
よ
び

２
月
13
日

開
館
時
間
　
10
時
〜
17
時

（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

入
場
料

一
般
　
　
　
　
２
０
０
円

高
校
生
・
小
中
学
生

50
円

問
合
せ
　
市
立
博
物
館

25
・
７
０
３
３

貉

豸

つるがしょじんかい

2月1日貅～ 28日貉
市役所市民ホール

ゆうしんむげん

ゆういつ 奥田
お く だ

石草
せきそう



雪
だ
る
ま
作
り
や

ご
っ
こ
遊
び
を
し
ま
す
。

と
　
き

２
月
14
日
貉

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対
　
象

未
就
園
児
（
２
・
３
歳
児
）

の
親
子
　
30
組

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

昭
和
24
年
１
月
26
日
に
法
隆
寺
金

堂
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
文
化
財
保
護
法
が
制

定
さ
れ
、
昭
和
30
年
か
ら
１
月
26
日

を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、
こ

の
日
を
中
心
に
全
国
的
に
文
化
財
防

火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

敦
賀
に
も
数
多
く
の
貴
重
な
文
化

財
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
次
の
世
代
に

守
り
伝
え
て
い
く
た
め
、「
文
化
財
火

災
防
御
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。

と
　
き

１
月
21
日
豸
９
時
30
分
〜

と
こ
ろ

西
福
寺

問
合
せ

文
化
課
蕁
22
・
８
１
５
３

県
内
在
住
外
国
人
お
よ
び
関
係
者

の
方
か
ら
の
労
働
、
婚
姻
、
税
金
、

住
居
、
教
育
等
の
相
談
に
弁
護
士
が

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
　
き

２
月
18
日
豸
13
時
〜
16
時

と
こ
ろ

国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

参
加
費

無
料
（
要
予
約
）

通
　
訳

英
語
・
中
国
語
・
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
他
（
要
予
約
）

問
合
せ
・
申
込
先

国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

蕁
21
・
３
４
５
５
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身
長
・
体
重
の

計
測
を
行
う
ほ
か
、

健
康
に
関
す
る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ

い
て
、
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
相

談
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
も
行

い
ま
す
。

と
　
き

２
月
13
日
貂
・
27
日
貂

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

※
歯
科
相
談
は

２
月
13
日
貂
　
10
時
〜
11
時
30
分

栄
養
相
談
は

２
月
27
日
貂
　
13
時
30
分
〜
15
時

の
み
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

乳
幼
児
の
食
事
に
つ
い

て
お
話
を
聞
き
ま
す
。

と
　
き

２
月
20
日
貂

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

対
　
象

未
就
園
児
（
０
〜
３
歳
児
）

の
親
子
　
30
組

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

と
　
き

２
月
25
日
豸

９
時
30
分
〜
12
時

と
こ
ろ

こ
ど
も
の
国

対
　
象

市
内
の
小
学
生
１
０
０
人

参
加
費

無
料

内
　
容

マ
ル
チ
ト
レ
ー
ナ
ー
・
豆
つ
か
み
・

空
き
缶
積
み
・
紙
ち
ぎ
り
の
ば
し
・

か
さ
バ
ラ
ン
ス
・
リ
ン
ボ
ー
ダ
ン
ス

※
各
種
目
で
ポ
イ
ン
ト
を
競
い
、
総

合
順
位
を
決
め
ま
す
。

申
込
み

２
月
９
日
貊
〜
電
話
ま
た
は

窓
口
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ

こ
ど
も
の
国蕁

25
・
７
８
７
９

 

 

 

 

詳しくは 長寿福祉課まで 蕁 22－8124

申告には、介護保険料の支払額がわかるものが必要で

す。領収証書を紛失された場合は、長寿福祉課で納付済

額簡易証明を発行します。

※年金から天引きされている方は、「公的年金等の源泉

徴収票」に介護保険料額が記載されていますので、ご利

用ください。

①介護保険施設・居宅サービスの介護費用

申告には、「医療費控除対象額の明記された領収証書」
が必要となります。領収証書に関しては、サービス事業
所にご確認ください。

②ねたきり老人などのおむつの費用
（介護用品支給券での補助分は除く）

申告には、「おむつ代の領収証」と「おむつ使用証明書」
等が必要となります。

身体障害者手帳等を持っていなくても、市の認定を受
けて障害者控除を受けることができる方のことです。
※申告には、市の「障害者控除対象者認定証」が必要です。
【【対対象象要要件件】】65歳以上で、①か②に該当する方
①要支援２・要介護１以上の認定を受けている方で、障
害の程度が次に該当する方
（ア）精神上の障害により日常生活に支障をきたすよう

な症状、行動や意思疎通の困難さが見られる方
（イ）身体上に支障があり、身体障害者手帳の交付基準

に準ずる方
② 6ヶ月以上ねたきり状態で、食事・排便等の

日常生活に支障のある方

税の申告に、次の控除を 
　　　　　受けることができます 

へ 
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２月14日(水)・28日(水)

２月７日(水)・21日(水)

２月７日(水)・21日(水)

２月１日(木)・15日(木)

２月28日(水)

ポー・トン（中央１） 

２月13日(火)・20日(火)・ 
　    27日(火)

毎 日（第１・３土曜日は休み） 

13時30分 
　～15時30分 

10時～14時 

８時30分 
　　～19時 

福祉総合センター 
「あいあいプラザ」 
　（東洋町・ 
　　蕁２２－３１３３） 

毎週火～日曜日 
（第３日曜日は休み） 

毎週月～金曜日 
９時～17時 

９時～16時 

８時30分 
　　～15時 

ハートフル・スクール 
（鋳物師町 蕁22－7072） 

蕁２２－８１５１ 
（ハートフル・スクール） 
蕁２２－１４６０ 
（晴明保育園） 

毎週月～金曜日 

13時45分 
　～15時30分 

13時30分 
　～15時30分 

13時30分 
　～15時30分 

10時～14時 

13時～16時 

  

毎週火、木、金、土曜日 
女性相談員が相談を受けます 

男女共同参画課 
（三島２ 蕁23－5411） 

９時～17時 

※ の相談は、国民の祝日・振替休日は休みとなります。 

※ 

※ 

※ 

毎週月～金曜日 ※ 

少年愛護センター 
（東洋町・薔 0120－090523） 

蕁２１－１１５１ 
（子育て総合支援センター） 

毎週月～金曜日 
（土曜日は午前中） 

※ 

※ 

８時30分 
　～17時15分 

 

２月７・14・21・28日(水)

２月14日(水)

謹んでお悔やみ申し上げます。
１２月１日～１２月２６日

（敬称略）

松島町　河瀬　未子（70） 疋　田　田中　　勇（67）

三島１　山本　みつ（89） 津内３　井川　岩吉（84）

木ノ芽　小林　唯男（81） 和久野　山副　繁二（79）

元　町　上村　陽子（55） 新和２　岡田　正夫（77）

開　町　来馬　夏子（81） 長　沢　村中　信幸（54）

野　坂　居山　孝雄（51） 泉ケ丘　谷本ミツエ（85）

津内１　山内　文枝（94） 松島町　中野たね子（81）

木　崎　和田　慶仁（64） 吉　河　堂前　貞子（79）

開　町　市川　まつ（81） 関　　大道　　務（92）

櫛　川　杉村夛喜子（89） 縄　間　山本　 （80）

松島町　安田　とめ（96） 清水２　山田　兼豊（91）

金　山　外野ふさゑ（82） 白木１　中村　三郎（65）

松島２　森口　　昇（74） 開　町　小幡　和秀（59）

呉竹１　前田キヨ子（80） 櫛川２　加藤　信治（89）

新和１　山本　酉造（85） 松葉町　小堀喜美子（49）

平和町　鞠山　英一（51） 町　汐谷　　剛（76）

松原町　野々市岩吉（81） 櫛　川　上野勝太郎（99）

長　沢　大矢みよ子（78） 清水１　山崎　とよ（102）

 

 

 

問合せ 福祉保険課日赤係
蕁22ー8123

10:00～12:00 ジャクエツ
13:30～16:00 国立病院機構

福井病院

貂

市民の皆さん、

よろしくお願い

します！

昨年9月25日に介助犬の認定
試験に見事合格した、市内在住の

吉田閔
よしださとる

さんと介助犬「関空号
かんくうごう

」

◆
市市
県県
民民
税税
（（
第第
４４
期期
））

◆
国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税

（（
第第
７７
期期
））

納納
期期
限限

１１
月月
3311
日日
貉貉

肩
甲
骨
を
使
っ
て
肩
こ
り
を
解
消 

最
近
、
寒
さ
か
ら
背
中
を
丸
め
て
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

寒
く
な
る
と
、
姿
勢
が
悪
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
寒
さ
か
ら
筋
肉
が
硬
直
し
て
血

液
の
循
環
が
悪
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
肩
こ
り
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
肩
こ
り
を
解
消
す
る
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

「肩がこってるなあ」
と思ったら、まず肩甲骨
のまわりを動かしてこわ
ばった筋肉を温めてから
ほぐしましょう。

ぐっと背伸びをします

両手を握りながら下ろし、
肩甲骨を寄せます

手を握ったまま胸の前に
重ね、肩甲骨を開きます

手のひらを上にして、真
横に開きます

背中を丸め、手の甲を合
わせるようにします

背中がほぐれたら、
次は首のストレッチを
行いましょう。

①首を真横に倒します
②斜め前に倒します
③首を真横に倒します

（①と反対側です）
④斜め前に倒します

（②と反対側です）
⑤まっすぐ前に倒します
⑥ゆっくり回します

※首を倒すときは、10
秒をめどに倒します。
※斜め前に倒すときは、
写真のようにしましょ
う。首だけではなく、
背中につながる筋肉も
反応します。

▼

▼

▼

※次の５つの動きを流れ
を止めないように３回く
り返します。

②
④
の
首
の
方
向
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今
月
の
表
紙

東
浦
公
民
館
で
「
ち
ょ
っ
と
受
け
て

み
た
い
授
業
」
の
親
子
し
め
縄
づ
く
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
６
組
の

親
子
が
、
あ
ま
り
触
っ
た
こ
と
の
な
い

わ
ら
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
最
後
に

は
無
事
、
立
派
な
し
め
縄
が
完
成
し
ま

し
た
。

人口 69,174人（前月比 6人増）男 33,851人 女 35,323人 世帯数 27,110世帯（平成18年12月26日現在）

▼
三
代
真
史
さ
ん
の
ダ
ン
ス
公

演
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
出

演
し
て
い
た
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー

の
跳
躍
力
の
高
さ
に
は
驚
き
ま
し
た
。
ど
う

や
っ
て
体
を
鍛
え
れ
ば
、
あ
そ
こ
ま
で
飛
べ

る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
地
元
の
小
学
生
か

ら
高
校
生
で
構
成
す
る
敦
賀
支
部
の
豆
ダ
ン

サ
ー
た
ち
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の

中
か
ら
、
将
来
プ
ロ
に
な
る
人
も
出
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。(

團
）

▼
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
の
変
わ
り
目
は
心
機
一
転
の
チ
ャ
ン
ス
。
皆

さ
ん
は
ど
ん
な
目
標
を
た
て
た
で
し
ょ
う
か
？

ち
な
み
に
私
の
今
年
の
目
標
は
「
心
も
身
体
も

健
康
に
！
」
で
す
。
今
年
も
元
気
に
カ
メ
ラ
を

も
っ
て
市
内
を
走
り
ま
わ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

敦
賀
市
の
腕
章
を
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
出
没
す
る

私
を
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
か
け
て
く
だ
さ
い

ね
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
（
赤
）
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